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アルコール性膵障害にかんする研究
第1篇　アルコール膵炎にかんする臨床的研究：わが［ll［に

　　　　おける疫学調査を中心にして
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　　　　1，緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　．象とし，まず1次アンケート澗査として，膵炎調査炎

アルコールの過飲測醐ミの鞭1三呂燃な1期細兎ある　　俵1）により．，最近3｛1糊の黛患撒（各種疾患々

ことは，臨床的にも剖検f夕Uからil、　llボくから知られてい　　　謄総数で・膵炎の総数ではない），急i生および慢性膵

る事i爽であるL，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炎患者数，別に膵簗磁｛数，それらのうちアルロール飲

　しかし，アルコールが膵にどのような影響をおよぼ　　　用カミ1雌炎の原因または言秀囚と考えられる症例数，など

すかという点については現在までおびただしい研究が　　　について調査した。

なされてきたが，諸説相対立し一定の見解に達してい

な・・　　　　　　　　　　　（1）衷1　調　査　編院名　）

謹篇簾際麓レ鰯塗騰＿．．＿鎚滋雛・鷹幽螢
コールが関与するとしても，その他の複雑な困子が関　　　最近3年間の　入院

係していることが想像される。　　　　　　　　　　患噺数　　　外来

にセ欝掘1：謙讐章認貿護1鷹　鰻醗螢猶1ニニ　　…酬一
形・），青1エ1・・らが，そ傭どまれな灘で臆いと報　儲数

告・てから・網慰・炎闘姻醐・…　※総薮隷堕総轡鵬総数鱒多乏の
ノ窯ルと関連づけて瀦される垂壼三例が増加している　・・暇1・ヒ・綴で陥明1鰍瀦を勘たもの

傾阿にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　例）

　匿界的にみてもアルコール膵炎の頻度の遊が園によ　　　　　この中1アル；ユール摂取と関係があると考えられ

って非常に大きいことが特徴とされているが3），この　　　　　るもの　　　　　　　　　　　　（　　　例）

ことは人種，食生活，アル設一ル飲料の種類，錨：など　　　（3）慢性膵炎診圏1の根拠は如何にさ諸「しておりますか。

の鷲鵬鑛撫療機関へ膵炎に8°蝠痘齡
かんするアソケート調査を依頼してえたデータをもと　　③膵腫瘤の触知
に臼験例も加えて検討し，現在のわが圏におけるい牽：，　　　④　下痢，脂肪側　るい痩，アミラーゼ傭より診断

ゆ・・ル…轍の疫学と1翻・脚・・軋・・　⑤す徽な髄、こ

と試みた・　　　　　　　　　　　イパンク・オザイミン叱ク・チ獄験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　セクレチン試験
　　　　2．わが国におけるいわゆるアル　　　　　　　　　ハ　ワゴスチグミン試験

　　　　　コール膵炎の疫学　　　　　　　　　　　　　　　二　消化吸収試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　耐糖lll1線異常

　　　（1）調査方法　　　　　　　　へその他の髄
　昭和41年（1966年）に全圓主要医療機闘38施｝没を対　　　　④　その他必要な辮項
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　ついで2次調査として，アルコールが原囚または誘　　　表3・　慢性膵炎調壷衷

蹴驚醗鰍アルコ州骸醐）都痴轡）鞭科・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　最近3年聞の膵疾i愚々者数

表2アルコーノレ性II纐1ﾆ，　　＿＿…一⊥鋤徽墜劉艶腱・li．
患者名（．）イi冷（）性（）職渠（）　雑x

（病院名）　　　　一

α㈱隔　　　　　　　 衆

゜現ｹ響巴ま轍鰐：麗う　・腫総賄マ
　　抗（あり，なし）、1凪圧（　）　　　　　　　　　　　41
0既往症：胃十二指腸淡瘍（有・無）　1｝1㍉胆道疾患　　　醸

　　（有・無）　腹部手術（布・無）　その他　　　　　　　昭x

°アJ灘攣噛・・蝋欄葉
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⊂）食餌撰取状況．　ノ　　　　　　　　　　　　　　1鐡串瞬饗牒饗A隣列．膵癌、
飲酒期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

｝j戸馨）（好夫璽1中鵜糠’聴さ’1『い物（好7

　　飲贈鹸拗（然・否）1銭・」鰍取（然・否）　ll

o本症例はア・レ・一ル沸｝咽か誘1き剛・軌と・㌃拷え　罪

　　でしようか・　　　　　　　　　　　　　　　　昭x
O検査成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和
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「朋噂囮h胃P馳「

b，印冒，r　　　　一亀　i
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入院屡 響 牌一「1　芦噌”■，り ，肺幽ド，　　　胃　「剛

　　（　）　ZTT（　）　TTT（　）　BSP（　　記載注意（1）集計出来ない部分は聖欄にして下さい。
　　　）　GOT（　）　GPT（　）血L清鉄（　　　　　　　（2）x印：40年とは1月～12月でも，4月～

諺脚，，↓，。，．・一…チ・　灘懸纏騨です
　試験　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　△印1膵石症は除いて次欄に記入して下
　　　　分泌鮎最高重炭酸塩・アミラー一呪　　　　　　　さい。
ブド�D験，雛糖孟券…　　難・慢1轍の診1概・聯して脚
　　　　90分（　）　120分（　）　　　　　　　　　　　重視するものには◎印を，参考にするものには○
　　レ線透視所見（十二指腸走行像憩盛三，hyl・。t。nic　　　印を：捻つけ下さい。

　　　　duode1、ographyなど）　　　　　　　　　　　　　（1）急挫膵炎様疹痛の反ぶく
　　消化吸収試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）膵石癌ないし膵石灰沈着璽あること

禦灘羅＿卿II）i　難鯵羅騰纂異常
　　膵シンチグフム　　　　　　　　　⑥その他の臨床鰍
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）パγクレオザイミソ・セクレチン試験
　　乎術ヌ，は剖見膵組織所見　　　　　　　　　　　　　　　㈲　セクレチン試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）ワゴスチグミン試験

，ト慰懸聯撚騒齪瓢，騰鞭臨欝灘・・
の内科を選び，140施設を対象とした。　　　　　　　　　　㈱　膵シンチグラム

1鷹・して慢麟炎調鹸・繍表）㈹・　lll職謎総見゜den°9「aphy

により，昭秘2年度慢性膵炎入院儲例（21瑚）を　4黄科での．・〃財ザイミソ叱ク・チ攻はセ
集計し，さらに2次調査としてそれらの例に慢性膵炎　　　　　クレチソ試験の正常値は

調献（個人票）（刻を発送・，記入鰍頼・　糠鰭講
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アミラーゼ分泌」識（
　　　（2）集計結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　この際何項口異常を慢性膵炎と判定しますか。

㈱、1年の融では38撮・1・128施設・り1，il答醐ら　　1囎，2囎，3囎
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　表4　　　　慢性膵炎調査表　　　　　　　　　　　　られるものな各｛．i三アルコール膵炎，慢｛生膵．炎でのぞゴし

　　　　　　　　　（個人票）　　　　　　　　　　　　を慢性フ・ルコール膵炎と便宜的をこ1呼称し，以ドそれに

　　　　　　（ll㈱・12鰻入院脳）　　　　よって検融加えた。

所属（　）都道府県（　）大学病院（　）科　　　（i）急1坐アルコーノレ膵炎

患者氏名（　　）｛齢（　）性（　）　　これはアル静ル過飲後の急激蹴［椴1隔訓肱t，

謹撚イ1灘：，靴醸羨灘鷺）（撃澱㍊11饗轡謬1；：麟鶴；急

　　急性膵炎（有・熱）　胆魁’疾愚（有・無）　腹部　　　1），調査によりえられた個人票7例がこれらを満たし

　　乎術（有・無）　寄生虫（主にill虫症）　（有。無）　　　ていた。

含続？他㈱　　　　　 漁儲・・r一聯炎．　　，
急性発作あったときその誘囚と考えられる疾患：　　　　　近イ1㌦”Panc「e（）3y111m閲S巳c「ヒtm試1験又はSec「o［m

アルコール歴：獅類（日本酒，ビール，洋澗，ブドー　　　試験（以下IS試験，Sr試験と略す）をはじめとす

　　滑合成酒）　　　　　　　　　　　翻疾患謝り1法の巡歩，慢｛・鵬：．炎への関心の高議り，

　　　　購，1（　　　1剛腿・1体の榊…畑・…翻灘診・1
鱒瞭，1働（好，’否）ヱ民蝋（好，否）粗・　される欄が多く恥てきてし’る・

　　物（好，否）　大食，Il等度，小食　　　　　　　　　　しかし慢性膵炎の概念1診断規準はかならずし～1・統

　　飲酒時虫食摂取（然，否）　翻食物摂取（然・否）　　　一・されていない、，したがって111確に慢｛ノiiアルコール膵

タバコ：（11三1　　　本）　　　　　　　　　　　　　炎と1酬り1することは容易ではないQまず個人票そのも

畿燕佃　倫）　　　　・職・儲・骸と翻・れてい・か・・か…う
　　血清蛋白　（　　9〃6）　AIG比（　　）　蝋ll〔指数　　　　　ことから検鋤されねばならない。　したがって痔者は

　　（　）　Al…Pase（　）総コレステμ一ル（　　　　個ぺ票を分析する際に裏5のような著爵らの教富で用

　　　㎎／4のZTT（　）TTT（　）BSP（）　　　いられている慢｛1膵炎診断規ぞ1賎4）5）に．より少なくとも

鰍（）羅薮（）礪撫、γ／46；1剛上の鞭選磯・たi購炎を・ルー・
　　血中アミラーゼ偵（　）尿糖（　）ブドー糖　　　性とする根拠として，胆贋症などのはっきりした膿道

　　負荷訊験（509，100の1撫（　）30分（　）　　　系疾1患、，上腹ll呼術，1削ヒ性澱瘍，明らかなIJ「1荻患，

　　60分（）90分（）120分（）・ミンク・オ　1蜥1雛・総たはポリーヅなど12捌腋患カミなく，そ

齢ソ儀謙灘（桧㌍難騨嘱1核融凝身性轍臓い・とを・艘

ll瀦隷讃）　　’　表・慢性1鰭・炎診断基準
　　シソチグラム所見　　　　　　　　　　　　　　　　第1度（疑診）

　　手叡儲幌組劒況　　　．　　　　　ω胆道鶴，ア・は一ル過飲のAnam・ユes・あ
診断の根拠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るもの

注記載は分っている範闘で糸ll紐す。　　　　　　（2）膵炎様1鋪の反概1蹴
　　各症例毎記入願います。・　　　　　　　　　　　　　　㈲　不消化便，脂肪処糖尿あるもの
　　慢性膵炎は膵石症も含みます。　　　　　　　　　　　　第｝1度（疑診）　（より確からしい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω　」血L巾，尿1：1アミラーゼ値の異衛（低値，llぬ

撚欝繍獺纏磁雛・・欝撫糞の駄1副・一化吸
あった。このうち2次調査の個人票がえられたもの　　　　　〔3）レ線透視’下で膵部に…致してた｝三捕，抵抗，腫

は，急性膵炎7例，慢性膵炎（膵石疲を含む）50例，　　　　　　瘤の証明

別に職・・ルーレ性・含む・・9例であ編　識謙灘蟹…
昭和43年の1翻査では140施設中105鰍からil　　（1）急i豊…骸の牒な既1，k　翻・），再び1、i］様の症

答をえた（圓答率75％）qこの調査で昭和42年度入院　　　　　　状が反覆，再発する4，の

慢性膵炎患渚は211例あり，これに2次調査として依　　　　　②　レ線上，確実な膵結石一銃」灰沈41の存在，脂

頼し燗人票は182例に酪がえられた（騰率86．2　　1j膿糖尿の磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）パンクレオザイミン・セクレチン試験で明ら
％）・　　　　　　　　　　　　か騨外分泌の機能低下を，忍めるもの
　　　（3）　アル凱一ル膵炎の診断規準　　　　　　　　　第W度（確診）

　著齎は急性膵炎でアルコールが原困i又は誘囚と考え　　　　　　組織芋的に明らかな膵線維耀を誌めるもの



26－（129昌）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で註　タ幽卜l　l≦穏　高，占1　舅ゴ18巻

とし，さらにアルニ｛一ルを11：Ilヨ木汗騒に換算して3合　　　一ル株q【度以上）ll1例で21．5％となり，胆道系疾患

以上，数年以上にわたって連用しているか，あるいは　　　を原因とするものに次いで多いことになる、，

3合以下でも時々非常に大轍（数合～1升位）を痛飲　　　，以1：の結果から・おおまかにいって，現裾のわか国

しているものを選んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　におけるアル諏一ル膵炎の頻度は，急性膵炎rl・1約10

　　　（4）　アルロール膵炎の集計結舞と　　　　　　　　％慢性膵炎中約2〔）％程度となるDなお［P｛髪石症は最近

　　　　　　　（喪6，　7，8）　　　　　　　　　　　　　　　4イド【罰1こ75f列到さ言1’され1このうちアルコール｛生は35f列

　」：述した診断規準によれば，昭和41年の澗査では急　　　（・16・7％）で，膵石1轟！の約半数近くがアル：1一ル性とい

性アルコール膵炎7例，慢性アルコール膵炎38例とな　　　うことになる。昭和42年度プごけで膵梁i症は26でダ1あり，

る。昭和43年の調盗では慢｛近liアルコール膵炎31例とな　　　うbらアル：・一ル憔は12例で46．296にあたり，ついで1’芋

るが，慢性膵炎全体としてみれば182例中診断輝1｛Ul　　発i！k　7例（26，9％）で，胆石症1二起因するものは2例

度以」二のものは144例となる（菱7）。　　　　　　　　　（7．7％）のみであった（炎7）。

　表8に示したように最近の4年間にわが1；1｛1でほぼ臨

床的にイ椴な慢性ア・レ・一ル膵炎は69例”ξ計されたこ　　　　3・いわゆるアノ幽一ル膵炎瀦の

とになる。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　臨床像

　膵炎・llにアルコール，包蹴ゆ占める頻度をみると，　　前述の昭和41イ1糊査の急惟アルコーノレ麗炎7例と殻

急｛・iヴルコール膵炎はil臼和41イ1の紘ll’ではクト来患者で　　近4｛1糊｝こ集ill・された慢性アル・・一ノレ麗炎69御こつい

表・ A謙謹蟹繍1　て轡騰幣職脚杉瀞1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性別は6例が男性で1例は女性であった。年傘は20

／＿．一雛謄．…一＿＿」墨墜，　代隅3・代珊4・f随2例一伽6・才であり諾・

1ト1∵鎚笠型．饗凱塗蜜箆麟徽塩1濃蹴1鶯：鵬孫

杢墜還塗懲L．墨麺1堕麓怨繰二ご濡、渦灘；鑑1謙？1：

ll糠　 ／／ @櫻高ち駕魂1レ　働粛撒の王例・・発鋤こ酬撫1木葡卜

衷7　　　金国慢性膵炎調査結果　（2）
　　　　昭和年42度入院患者　全圓105施設集計

↑曼｛ノ1…膵炎　182f列

　　診断規準1　　　　38例

　　　　　　l　ii｝聯・

　（注）　膵石症　26例

　　うちアルコール性　12例

　　特発性　　　　　　　7

　　胆1う直疾，患し「2
　　急性膵炎　　　　　　2

　　腹部手術　　　　　　2

　　消化性潰瘍　　　　　1

慢性膵炎（144例）の彦ll因
　フ’ノレ；1prノレ昼k　　31伊U　（21．5％）

　急性膵炎　　　17　（11・8％）

糠朧燃将鰍伽
　量肖イヒ｛生セ覧遡易　　　　1（，　　（　6．9タ6）

　肝疾患，12指

騰藷舗に11（7．6％）

　」二】1夏f°fl‘手祠サ　　　　8　　　（　5，6％）

　‘時…発｛壁三　　　　　　20　　　（13・9％）

金急性膵炎中9，1％，入院愚葱で9，4％という結果をえ　　　　表8慢性アルコール膵炎診断規準第1［度以上

た俵6）。　　　　　　　　　　　　　　のもの　　　　　　　1

讐濃隈繍篇1議癌繍揚鷺薪嫌　簗二巫薪遡二遡「塑．
に対する検討が幽来ていないので，昭和43年の調査の　　　　診断規準　1【　　13　　　　9　　　22

方がアル・一ル膵炎の頻度繍1るなこは脳である。こ　　　　エ1［　14　　15　29
れによると灘粥総数（臓以⊥、）144鮒・アル・　　　　W　11　　7　18

幣ルール・繰みるとil騨鰍計ではニー⊥1召欝㌧1灘竺言卜
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を飲用している。栄養状態は7例とも中イi｝渡で食餌11爵　　　際には5・舎以、上飲川している例もかなりあると思われ

好も特別な傾向はみられなかった。死亡例は1例で剖　　　る。

検により出ユ側生壊死憔膵多乏が認められている、、　　　　　　　　（iiD　アル：ユール膵炎患者の栄蕪状態と

　　　（2）慢性アルコール膵多乏患者の臨床像　　　　　　　　　　食生活　q劉3，の

　　（i）　年令および性　（図1）　　　　　　　　　　　　　慢性アルコール膵炎患者の栄餐状態なみると図3に

　全症例69例が男14iで，これは日木の飲酒習慣からう　　　示したように，やせた患鱗の比率は全体の38％で，胆

なずけることであ勧，アルコール膵炎以外の慢1生膵炎　　　石症（9％），1博発性（25％）のものにくらべて高い、

113例lill男68例，女45例で男女比はL5：1で男性に　　　またf電餌：lil：についてみると大部分の症例が中等度であ

やや多く，アルコール｛生も加え．ると男99例，女45例で　　　 るという結果をえたが，飲酒時の食餌摂取状懲は，主

2．2：1と111形6）の統計に比し男性に多くみられた、，　　　一．食をとらないものが半数近く｝こみられ，3分の1は副

これを年今別にみるとアルコール性も非アルコール性　　　食をとらないという結．果であ・った（図⇔、

も1まぼ同様の傾向を示し，平均でト令でもアルコール性　　　　なお脂肪f虻な好むと回答のあったものlj：10例てあ，，

47．3才，非アルコール性46．4才でほとんど強がなか・っ　　　たに，

た。ただアルコール性膵炎1よ30代から50代の壮年期に　　　　以、Lのlllli果より、わが国の・慢性アル；・…ルIJI窒炎患者

多くみられ，こσ）年令層が全体に占める割合はアル；1　　　はやせが目立ち，ほぼ4割私！度が飲酒時にあまり食餌

一ル性で84％，非アルコール1生で72％rCあり、これ1よ　　　をとらない傾向があり，栄餐陣害を1∫する准i∫能・llLを示

アルコール飲用が盛んな年代である。　　　　　　　　　　唆している。

　　（ii）　アルロール飲丹」量と」り1間　（圏12）　　　　　　　　　（iv）　アル；1－一ル膵炎患者の坦1二学的所見

　アルコール飲用量についてみると，Jttl例の半数以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図5）

が口本酒に換算して1日5合以上であり，平均すゐと　　　　アルコール膵．多ミ患者では半数に1荊lil瘤、：又は膵抵1，t

4，8合になる。飲用期ll・｛1は10年以下のものもあるが症　　　な触れるが1図5の」：うに，　li財1症に、1；る1郎炎，特発

例の88％以上が10年以」：：でその半数以．1二が20年なこえ　　　i劃1ド炎ではそれ以『』ドである。またアルコール膵．炎患r者

ている。アル瓢一ル飲用量と期間との闘1こははっきり　　　では66例中28例（42，4タ6）に肝腫大があり，胆石症

した相関はないが，概して5・合以下のものでは20年以　　　（30％），特発i！k（2L4箔）にくらべて多い傾向にある。

、Lの長期間連用しているものが多い。　　　　　　　　　　アルコ・一ルi生肝障轡の合併がうかがわれるところであ

　3合以下の飲酒蚤で数年のうちに慢性膵炎になった　　　る。

と思われる癖例もあるが，これらの患者の約半数は1時　　　　　（v）　アルコール膵炎患者の肝機能検1在成海ll

々大鍛を痛飲している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（衰g）

　またよく言われることであるが，患者にアルコール　　　　アルコール膵炎患者の肝機能検査成績を検討したと

飲用盤を問診する場合，患者はほとんどが少な日に答　　　ころ，なんらかの異常を示したものは69例中27例で約

える傾向があるので，3合以下と答えたものの巾に実　　　甜タ6にあたり，肝腫大の頻度とほぼ同粥である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数
　　　　アルコール膵炎69例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
例
数

20　　　　　　　　　　　　　　　　　20

10・一　　　　　：33838　　　　　　　　10

　■　◎　o　●　o　o　●　●　o
●　●　●　●　o　●　o　o　o　●　o

㊥♂68例
⊂）♀45例

その他の慢性膵炎113例

　　　　　o　．
　　　　　●　●
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　　　　　　ト　ロ　ト　10・・　20　・30・・　40　　50　　60　　70　　80　　　　　　　　　　　　望0・・20　　30　　40　　50　・60　　70　　80

　　　　　　　　　　　　　　年令

図1．　　　アルコール．膵炎患者の年今と性別
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異常値の内訳をみると，いずれもごく軽度ではある　　　　一方臆潤症による1鯉1i膵炎例でL1ζ50％の症例に川；機

が，Transaluillase，黄痘指数，アルカリフォスファ　　　能異常がみられたが，続発i生の肝障轡ゲ）可能性が多い

ターゼ値の異常を示すものが多く，脂肪肝あるいは｝ll二　　　と思われるし，また勢発性膵炎て’は25％に肝機能lll；㌔1害を

硬変を思わせる検査成績である。　　　　　　　　　　　みた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　この結果から考えると膵炎r［体によるII1二障轡もほぼ

大食

中尊度

小食，

とる

　1陛」・・3L遡数　　｝搬1・みら摘力壕・それ以」・・）1榊集蝉は1脚・ilでは

　　　　　　　　　　　　　続発性の，アルコール｛生では堪接炎とi司時にアル認一ル
勿ノ9　　　　　食　　欄糠齢合併していると闘糊、る。

とらない
（44．4％〉

雛・膨猛甕羅笏・4餌　　㊥アノし　ル月襯酬㌃1翻嫡蝋
　　　　　　　　蚤　　　　　　　　　　　　　　 俵10）

6　　　　　　（59例）　　血・1・または尿lilのアミラービ伽）螺怖f≒すものは

　　　　　　　　　　　　63例中29例（46％）にみられたが一時発樵でも1浬ぽlll］

　　　　　　　　　　　　率であった。
勿撚笏霧霧35　禁　尿糖あ・い囎負・撒・異常醐％硝化吸収

時　　　表9　アルコール膵炎愚鯉珊：機能検漁成績
’．・，・・苛・弓・、∵∴・，，・　　　主　　’　　　アルコー　物発性ll肇　月賄症に

とる’

とらない
（34．4％）

・三鷹・：：三’二’訟菰斗・28　　食　　．．＿＿＿＿湘」螢＿．＿鶴＿．＿蓋る　鞍

　　　　　　　　　（63例）　　例　数　69例　　20例　　3捌

　　　　　　　　　　　　　　JE常　　　・塾2例　　15例　　17汐U

，． C．

A…，”！ T鞭滞魁旨ノll鷺徽
，r：∵．：∵∴∵・・ぞ｛21　　　　　副　　　　．p

％笏勿微獅彫、0飲　糠　
、27砂1」

@5例　17禦

図4・アルコール膵炎患者の食生活　　　　　　　 一ゼ　　　　　　　　亀

　　　　　食　　駕惣…例　・例　1・1ダ1
　　　　（61例）　　　　＿
，　　，　　　　　】ツンスアミナ11例　　鋼　　1蹄羽

　　アルコール膵炎（66例）

例　　　　　
38

数

30

20

10

胆石症による慢性膵炎　　　特発性慢性膵炎
　　　　　（26例）　　　　　　　（17例）・

膵膵肝肝　 膵膵肝肝　 膵膵肝肝購播腫腫　難彊腫腫　難彊腫腫
又又大大　又又大大　又又大大曇曇脅奮　綾縫脅も　曇襲脅も
抗　抗　　　　　　　抗　抗　　　　　　　抗　抗
あ　な　　　　　　　あ　な　　　　　　　あ　な

りし　　　りし　　　 りし
図5，　　　アルコール膵炎患者の理学的所．見
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表10　　アルコール膵炎患歯の膵1幾能検査成績

アルコール膵炎　　　　　　特発｛生月寧炎

麟粥：：蓬継懸』秒塑鯉遡…＿遡鍍鯉・・吻！．…

懸璽塑塾塾L遡遡璽鰹～一・塑鯉塑．．
消化吸収試験異常　　　　　21例中14例（66．7％）　　4例中3例（75、0％）

膵外分泌機能検査　　　　　　　45例施行　　　　　　　　10｛ダll施行

　液貴異常　　　　　　　　　　30例　　　　　　　　　1【｝例

　重炭酸塩濃度異常　　　　　　　38例　　　　　　　　　　4例

　アミラーゼ排出馳麺き常　　　　　35f列　　　　　　　　　　6例

　　　1讐ll」タ興雫｛を　　　　 7伊II　　　　　　　　　　　　　3伊lj

　　　課1麟　lll：｛。。、％、｝脇一ll｝，3。％、｝・7・％・

試験でも61％｝こ異常をみたが特発性膵炎とくらべて特　　　　　　　4．臨床的に膵炎と診断されない

異的な結果はえられなかった、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アル調一ル常飲者の膵外分泌機能

　P－S試験，又はS誠験の成績な・アルコール膵炎　　　　膵生検などの病埋学的杉こ簾が広く行なわれていない

と将発性膵炎とで比較すると表10に示すごとく，アル　　　現在，臨床的にはP・S｝｛鵡負が皆干の問題，1∴1はあるに

コール性では颪炭酸塩濃度の異常な示すものが捗い傾　　　しても，膵障審な表わす最ヒ4）方法とされている7）。

向がある。アルコール膵炎では液量，アミラーゼ排泄　　　　アル”一ル膵炎ではP唱試験の異常がil：蓬度のもの

鷺および重炭酸塩濃度のうも2項卜1以上陽性1よ，至体　　　が多いとの印象を受けたので，以下の2群の症例につ

の80％，3項日陽i生は・m％であった⇔　　　　　　　　　　いてP－S試験を行い検討した。

　慢性膵炎の診断劇1ミ機能検査成績を璽視しておこな　　　　　　（1）　アルニて！一ル性肝障轡なイ∫するアル

われるので，アルコール膵炎と特発性丹熔炎のP－S試　　　　　　　　コール常飲噺の膵外分泌機能検漁成

験成績が同様の異常を示すことは幽然としても，両爵　　　　　　　績　（表11，12，13）

の膵機能検奮の上でしいて特徴的なことをあげればア　　　　10fド以上にわたって毎日日本酒に換算して2合以上

ルコール膵炎はP－S試験で重炭酸塩濃度をはじめ，　　　常飲するもので，肝生検により組織学的に軽度のll干陣

3項口陽性を示す例がやや多かったことである・・　　　　　薯が存在することを確かめ（表1ユ），かつ一般的陥床

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所見（上1腹部痛，膵圧痛5ζは抵抗，尿糖，消化不良な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど）より膵炎の疑診に入らない11例の患う麹こ，1nL中ア

表11　　　　膵炎症状のないアルコール常飲者の肝糸1職”覗

実　　　　　　質　　　　　　　　　　　　　間　　　　　　質

症　．一瑛……『皇動好変　　　　脂　　　　褐色　好浸

例，巨ll晶，　讐　色熱捧疑

1　　一　　　土　　一　　　＋（小滴状）　　十　　十

2　　一　　　土　　十　　　　　一　　　　＋　　－H・

3－　：ヒ千ト　 土　十一ト
4　　－　　　、土　　一　　　十（小満状）　　一　　十

5　　　十（focal）　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　 一　　　　　一

6　　－　　　一　　十　　　十レ（小滴状）　　一　　十

7十　十十十（ノ」、新萄｝りこ背父在）十一｛｝－

8－　十一　 一　一・トト
9－　十一　 一　・・レレU－
1Q　　十　　　　十　　　一　　一捧（rl’1～小滴）　　十　　十

11　　　　－　　　　　　　一ト　　　　　ー　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　十　　　　　『糾一

グ線　　グ湘li　　H且　　　11、　　　Peri一

維　醤篇　畿　1畿黙
革肖fヒ　　革肖量閏　　　生　　　築　　　　（central）

十　　　一　　　一　　　一　　　　　一

十｝・　　十　　　一　　　一　　　　　一

十　　　土　　　一　　　一　　　　　十

土　　　一　　　一　　　一　　　　　一

一｛1　　土　　　十　　　一　　　　　十

十　　一　　十　　一　　　　　十

土　　　一　　　一　　　一　　　　　一

土　　　一　　　一　　　一　　　　　十

一｝［一　　十　　　一　　　一　　　　　一

土　　　一　　　一　　　一・　　　　十
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ミラーゼf直の測定とP－S試験を行ったQ　　　　　　　　　炎様症状がなく，しかも肝機i能障fi些のない患者11例を

　これらの患者を対象とした理由1よ，これらの患者の　　　選び（喪1の，前頒と同様の検査を1，なった，、なお

肝障警はいずれも軽度であり（表11，12），肝硬変症　　　BSPについては検討してない。

などによる2次的な膵障審の11狛旨性を除外すると同時　　　　これらを対象として選んだのは，たとえ1擬度であ

に，また確実にアルコールが少なくとも肝を通して人　　　っても肝障審による鯨欠的な膵障省なi振くためであ

体に影響をおよ壱iだしている8）ことをはっきりさせるた　　　る。

めである・　　　　　　　　　　　　　酬1アミラービ“1’｛の異常を示羽、鯛はなくps試
　結果は爽12，13のようにillLlllアミラーゼ値の1蜷度の　　　験の成紙は表15に示したようにやはり液量の異常が多

異暢を示したものは1例のみで，P－S試験では液量　　　く，1頂1」以」二陽11：illll；72．7％，2狽1．1以」∴陽1生ll博4，〔1

の異値な示すものが多く，1項日以上陽性は81．8％で　　　であったQ

2項1…似上陽性は45・5％であつた。　　　　　　　以上の成績則Jl淡症状のないアル・・一・レ常飲灘・も

　　　（2）肝機能障審のないアル謙一ル常　　　　　　　かなりの膵外分泌機能低下のあること観∫辻，アルニ1

　　　　　飲：者の膵機能検査成績　（炎14，15）　　　　　・一ルがlrl：接ir糟訴轡（膵機能陳審）をおこす二と捻推測

　口木酒に換算して1［13合以上10年以Lに2，たって　　　させる所見であるu

常飲している患襟で，前項で述べたように臨床的にII苧

馨ミ　12　　　　　il苧多乏頻｛｝iノこび）なし・アノレコーノレ備なf次．爵σ）｝踊斗幾お旨f灸二古ヲ」ζ愈1｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総

症年 ､纏獄G（∵：「叢翼1　鰹　茎
例今齢鑑襲∴∵亨パ／G§二農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
1．　　53　　　2　　34　　　3　　　5　　55　40　　5，2　　L2　　　8　　164　　7．く）　2．｛18　　12．7　　1〔｝0　　　ユ！こ

2　　 56　　3　 35　1，5　 3　65　43　11．2　3．3　　7　163　〔㍉8　1．67　　　　 100　2蔓垂「lll

3　　　　44　　　6　　20　　　3　　4　　35　　30　　　9，5　　3，7　　7．5　　156　　7．｛㍉　1，65　　15．9　　75　　　2　〃

4　43 2202、54一塾5734．8L5　91537．22，12　　45　1〃
5　　　　40　　　5　　　2｛｝　　　2　　　6　　73　115　　　8．3　　〔〕．9　　　　　　190　　7，2　　2，19　　　　　　　100　　　　1　〃

6　　　　37　　　4　　　15　　　3　　　　　95　　78　　11．2　　　　　　　　　　　　　　　8．2　　　　　　　　　11　　120　　　2　〃

7483i8365〔〕405，｛｝O．951777．02．181LO　1201〃
8　　　　37　　　3　　　17　　　　2　　　8　　40　　58　　11．2　　6，6　　8．5　　147　　6，4　　2，08　　　　　　　　　　　　　1　〃

9　37　220　21043387．42，8　8157．7．62．36　　16｛｝　jE
lO　　　43　　　5　　3Q　　　3　　4　45　55　　K｝，　Q　　2．8　　　9　　177　7．8　　1．63　　17．1う　115　　　2　〃

11　34　？　？　？　5686【〕4．31．2　71536．82，1〔～　　100　3〃

　表13　アルロール性肝傷轡を有するアルコール’常
　　　鯖のP＿。zymt。．S，、，。，i，試験の1燃　　　 5考按
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ，ノレ　ニ1　一ノレ，愚食欠後壱こ．「抗純多ミび）：おこる司‘り遇よ，　Frie一

液，詮　　繍，、，％　d・・蝋1878・…一…p－ea♂磁
最煙炭髄澱　　　 3／1127．3％　　したの澱概されているが・その後Fit・（1889｛1‘）・
アミラーゼ量　　　　　　　　　　4／11　　36．4％　　　　Ha且st巳dt（19〔｝1誓の・Opie（1906年）などがこの嚇9｛

正常　　　　　’2／11　　18、2％1　　　　　　　　　　　に温三Hしている9）tO）。

皇撒1｝｝lilll｝鵬｝蜴癒羅lll灘ll∵∵1鵬

　　　　碑…護難薪薦％翼［1％）と儲・て以勅1・W・・…r（1・・5年）・・11％，

撒贈＆璽藝鍛灘l　　　　Myers＆Keef・「（1934：　‘）は21％，　C1・「k（1麟）

＿　＿＿＿＿0」＿a＿↓」、し隻＿L＿亀＿Lユq例　　　lliめる割禽は，　Egdah1（1907年）が105例lll17例（16，2

P・－S
　　　　　．，．　　円騨こ∵瓢瓢＝一．一．．一、、、＿：¶　　＝＝＝＝二＝L　　＿1

一一一・一一一珊灘冊・庶三巨L－一　・：一一　およびP、xtQn＆P、yn。（1948年）は18％などとし
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表　14　　　　　肝機i能陣轡のないアルコール常飲者　（11例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノレ

1　60　334　171086，20，79．21687．U　LO？　803凹｝〔目
2　30　 510　0　73235　5．51，｛｝ 4，71847．4　1．1？14｛｝2〃
3　　　　56　　　　4　　20　　　〔｝　　4　　9　　10　　12．・1　　　？　　　5，5　　150　　7．8　　　1，2　　？　　13（》　2　　〃

4　　　41　　　　3　　15　　　2　　8　　12　33　　6．3　　1．7　　1LO　203　7．9　　1，2　　？　　11｛｝　2　　〃

5　　 37　　10　 6　　〔｝　5　30　10　 4．5　1．8　 8．0　20を3　7．7　　1．6　？　 125　2　〃

6　　　　39　　　　6　　10　　　0　　6　　15　　8　　7．6　　1．8　　8．8　　157　　7，6　　　1．2　　？　　120　　2　　〃

7　29　514　16787，31．110．71497．5　L7？110」1こ
8　　　　38　　　　3　　13　　1．5　　5　　17　　12　　8，3　　1，0　　7，9　　198　　7，5　　　1，3　　？　　125　　1著亘1」

9　　　　47　　　　5　　30　　0．5　　5　　10　　12　　6．1　　L5　　ユ0，0　　212　　8．1　（〕．99　　？　　12｛｝　1　　〃

1【）　　　38　　　　5　　10　　　0　　？　　25　　20　　　6．3　　1，7　　10，1　　玉84　　7．5　　　L4　　？　　　75　　jE

11　29　78 3515104、1く｝、・110011637．21．5？11（，正

　表15肝機能陣鴇のないアルコール常飲階の　　　　’lb星i生：ll醗i生膵炎29例中20例（69％．）がフ’ル・1一ルに三L

　　　　PancreQzymin－Secreti11試験の成績　　　　　　囚ありとし，その後Phillipsユ6）（1954イ【こ）らは28例中

　　　　　　　　　　　　　　　異常　　　　19例（68％）・Sh・・m・17）（1967イDらは129鯛・・85例

液　　：醇1：　　　　　　　　　　7／11　63．6％　　　　（66％），さら｝こSarles15）（1966ゴド〉らは133例lll1021列

最大重炭酸塩濃度　　　　　　　　2／11　18・2％　　　　（77、8％），White13）（1965年）らは29例中7例（93躬）

アミラービ量　　　　　　　　　6／11　54・6％　　　　と高い値を報告している。少ないものではHerfor〔：18）

正常　　3／1127・3％　　　　　（1963｛1・）が151側15例で4．9％としてし、る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％，1969年の厳密な統計で21．5％という結果をえてい
　　　　　　　OI2141618110移ダ1」
P－S謄蓑霊ヱ塑≦蘂lIる脚、、，，、，醐，鋤膵鋤、鷹、め踊、、こ

試羅嚇項叢蕪簸萎1　　　、。棚。つ、鴫。ラ．ん。．、カでは。，、＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル性が多く，ドイツ，イギリス，チ、。コ，スイスなど

ている。またWeiner＆Tenant（1938でト）は66％と　　　は少なく，物に南アフリカではアルコール性が爽に6

高い値を報告している9）1D。　　　　　　『　　　　　　割を占めているとしている。

　しかし最近の報告をみると急性アルコール膵炎の頻　　　　著者が1969f1三に調査した結果をWhiteにならって

度はや工低日に出ているようである。Bermanら12）　　作図してみると図6のようになる。

（1961年）は419例中29例（6．9％）lwhiteら13｝G965　　　whiteの統計はかならずしも慢性膵炎でなく，急性

年）は46例中2例（4、4％）とし，Blumme11山al9）は　　　Ill窪炎も倉めているが，著者のそれは慢性膵炎について

163例中6例（0．6％）とし，さらに少ない。多いもの　　　検討したので，原悶として急i生膵炎の項があるが，こ

ではSarlesユ4）（1966年）の122例中29例（23．8％）とい　　　の大部分は特発性と考えてもよいと思われる。

う報告がある。　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　日本でも慢性膵炎の原因として胆石症によるものが

　著者（1967年）の調査による最近3年間のわが圏の　　　32．6％で…番多く、ついでアルコール｛生が21．5％とな

急性膵炎巾のアルコール1生の頻度は外来統計で33例中　　　り，フラソス，アメリカ，オーストラリアなどのパタ

3例（9，1％），入院患特で138例中13例（9．4％）であ　　一ンに近く，ドイツ，イギリス，チェコなどにくらべ

り，最近では欧米でもわが国でもこの頻度はほぼ10％　　　てアルロール起悶の膵炎が多いという結果をえた。す

前後と考えてよいと思われる。　　　　　　　　　　　　　なわちわが国のアルコール膵炎は予想されたより頻度

　慢1生膵炎にかんしては、Comfort15）（1946｛1りらは　　　が高いということになるが，診断法あるいは慢性膵炎
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園胆硫

圏手術

　　消化性騒　　潰　瘍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　團不明

署　…　斐　舌　拳　薯　蓋　季　尋　旱　日

カス fスン男コス萎ツ　本翻急性膵炎
　　　　　　　ア

　図6．　　　膵　炎　の　原　囚　（’呈’．T，　White，19（i6）　　　　　　C博缶，196g）

の概念，またi診断者がアル隷一ルな原因として重：視す　　　　る、、

るか否か，などによっても頻度は変わってくる可能性　　　　年令についてみると轡蓄の調査で，はアル；」一ル

もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼk，」ドアルツール性ともに平」勾年金ではi差をみなかっ

　慢性膵炎の終未像あるいは煎症烈といわれ履・膵イ1症　　たが，ク腿1ではアルトル撚の方力階い人に起こ賜

についてみると，最近わが【調でも報告が多くなりここ　　　いとされている，，

数年の増加が著しく，著者らの集計では鍛近41 N間に　　　　Sarlesu）らは1｝！鎌i症125例（う1らアル；一ル性102例）

75例が集まり，特にII召和42年1年間に26例あった。　　　　の平均年今は37、7才であるとしているが，1三1本のアル

　この膵石症の成悶として最も重要なものはアルコ　　　コール1樺炎より約1Q年彗乳く発症していることになる。

一ルとされているが，著渚の調査で1；k75例中35例　　　また13erma1112）らもアルロール膵炎は胆道疾患にょる

（46，7％）がアルコール性であり，膵石症以外の慢性膵　　　膵炎に比して10～20年早くおこると報告しているG

炎（II召和42年入院患者）118例lFlアル；～一ル性は19伊IJ　　　　アルコール飲用：壁についてみると，わが園のアルコ

（16．1％）であったのに比し明らかに差がみられた。　　　　一ル膵炎患者は平均4．8脅であるがフランスのSarles

　Sarles14）らは125例の腔ξ石痕I　I’1102例（81，6％）がア　　　14）らによれば55人のアル；1一ル膵炎患；者の平均アルコ

ルコール性であるとしている。その他南アフリカでは　　　一ル飲用盤はi卜ll759と報告し，これはr！本酒に換錦：

90％，アメリカではH。wardは80％，　DreiUn9は46　　　すれば6・3合となり多錨二であるu

％，イギリスのHowatは10例11；11例1（10％）とし　　　　ついでアルコール飲用期間についてみると，1：1本で

ている20）。日本では以前山形21）が43例中10例（23，3％）　　　は20年以．Lの4盛のが多いが，文献的にはこの関係にっ

としているが，最近の著巻の集計では46．7％と非常に　　　いて訂1述したものは少ない、，ただHoward22）らはアル

多くなっている。したがって膵石症の原因としてのア　　　コール過飲者が慢性膵炎になるまでに平均9年かか

ルコールは南アフリカ，フランス蘭アメリカで蒋に重　　　り，さらに6年を経て膵石症，糖尿病になるとし，8

要な因子であり，わが園ではほぼ中間でイギリ入　ド　　　年で脂肪性1下痢，11年で死亡すると述べている。した

イツなどより多いという結果になる。　　　　　　　　　　がってアルコール過飲により重症型慢性膵炎になるま

　わが国の慢性アルロール膵炎患潜は金例がり｝性で，　　　でには15年以上かかることになる。著薪の統計でもア

急性アルコール膵炎の1例に女性がみられたにすぎ　　　ルコール膵炎患者は2｛〕fi二以上の飲酒歴をもつものが多

ないが，外国では飲酒習慣の旧異から女性にも害1愉　　　く，年令的にも3〔｝才後半から50才台に多いことから，

に多くみられるといわれている。Bermal112）に．財’しば　　　H。Wardの述べていることにある程度うなずける結果

90例のアルコール膵炎中女性は1｛う例としているが，　　　をえている、

Phillips16）は19例の統謝’で全例男性であったとしてい　　　　わが圓のアルコール膵炎患者では栄獲状態の悪いや
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せ型がかなりみられたが，外国でもPhUlipsら1こよ　　　く75例が4年闘に舅’』1’され1その約’i数lZ）呂5例がアル

ればアルコール膵炎患者19例中11伊1（57．9％）に14巨：　　　；2一ル’1生であった。

減少がみられ，非アルコー一ル性では9例中4例（44，4　　　　2・アノレコール膵炎患顔よ：1｛瑳から50才代の壮！1唄ll

％）であったとしている。　しかしSarles14）らはアル　　　の男性に多く・11本酒1こ換算し平均11」4・8合でm年

コール膵炎患者の栄養状態をしらべると，蛋白，総力　　　以上の幣飲者が9割弱，20年以上のものが5劇であっ

ロリー摂取は充分で，むしろ栄嚢状態はよく，特｝司j旨　　た。3合以下でも／乏期常川するものか又は時々：メII：を

肪過摂取の傾向があったとしている。密者の統計では　　　lr祈飲するものが多い印象を受けたこ、

欄馳好む儲は69例中10例であった。　　　　　3ア・に・一ル膵炎麟は他の1糊による［1楼患1断

　アルコール膵炎患者では1醐蜘または膵却蹴揃蜘　　にくらべて，やせ型がlhZち，蜘りi時の鮒隈取が不

する例が，非アル箕一ル性とくらべて多かったか，こ　　　充分な傾向が～らり，1次的にしろ，2乞欠的にしろ栄旋

れをもってアルコール性の方力煎症だとはいい難い　　　1；雌ギが存在する。

が、慢性膵炎の氏壁鯉と㌧・われる1隅三1漁こフ’ル”一ル　　4・ア・瞬一ル膵炎患者では他の劇鼎敵る膵炎患

性が多いこと，またアルコール常飲断では，嗜好の性　　　爵と比較すると，膵腫瘤叉1；嚇丸抵抗捻二・触知するもび）が

質上なか熊かアルコールなやめられないことが多く，　　　　捗く　また肝腫火，肝機能陣霧を示すものが多く　（約

慢性化が巡行してゆく可能性があることなどから税明　　　40％）・アル謹一ルに」：ゐ同時i4三の肝障瀞を合併して

されうるかもしれない、，　　　　　　　　　　　　　　いるものと思われる。

　アルコール膵炎患瀞cは一｝1糎火，川働旨異常な示　　　5、アル・・一ルll嵌患渚ではP・S試険喉窄馳示

す症例が斗数近くにみら矛したが，膵炎ド1伽気kる脂肪　　すものがやや多い蜘Illにあり，アルコール常飲潔で

肝や｝1且道系圧迫による2次的な肝陣Lrが合9爵すること　　　は，臨床的に膵炎童！11状がなくてもP…S試験で異酷を

は明らかであるc、　　　　　　　　　　　　　　　　　　示すものが約4｛｝～5（）％あり，アルコールにょる直撞膵

　しかし著者の調査では特発性1鉾1ξ炎で25％，胆有症　　　　機能障㌃馨作用がうかがわれる⇔

が原因の膵炎に5〔1％，アルコール膵多乏に40％の異常が

みられ藻i⊥123・らも慢幽1“炎の2。％膿の異常嫌告　小【王1塾勲側鱒御欄！こ深謝する麩に撚嚇

・て・・の錨炎岬・よる騰が嘱・硝・1蟹騰難獣鞠轡繍繍謙繋
石症では続発性のものが加わって50％となり・アルロ　　　いた多くの鷹療機関に感謝します。

一ル性では，アルロール｛生肝隣警が合併して40％とな　　　　なお本稿の要旨の一瑚｛は簾53，55剛Il本消化器荊学

ると理鰹れる。　　　　　　　　会総会において撒した・
　再親性などP－S試験そのものの謝llliについては議

論のあるところであるが，わ非・舜。れの成績では粥繍　　　　　　文献

状のないアルコール多飲勘1鮒土緻に2蜘似」二の　　1）lil形激…・他：慢梛1鞍の頻度一特に消化猪練

陽性がみられている。これは渡辺24）の肝硬変5↓例の　　　　　疾患にオぜける地位，日本臨床，22：190，1964、

socretin試験による検索で1項目以⊥：陽性56％、2項　　　　2）青山進午・他哺曼惟膵炎　一臨床面から、　II本臨

1、1以上陽性30％という結果にくらべると異常率ヵ塙　　　　　床，22：195，1964．

い。膵機能障害という点からみてもアルコールの膵障　　　　3）White，　T．　T．：Pancreatitis，　pp　10－16、19〔i6、

r聾性を示唆している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Edward　Arnold　LTD．，　London．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）小田正幸・慢性膵グ㊨概念，1梯1・18：1053，

　　　　6・結語　　　　　　1966．
　全園霊要医療機関140施設を対象とし，膵炎にかん　　　5）小田正掌1慢｛｛lll鐘ミ炎診断のクライテリア・1」本臨

するアソケート調査を依頼してえられたデーターをも　　　　　旅，25：267…），1967、

とにし，わが園のアルコール膵炎の疫学と臨床像を検　　　ID山形1敏～：膵lh歳病学・P・161，1964，南山堂・

討し，さらに，アルコール常飲満についてP－S試験　　　　7）荻原洋三三・他；第56回日本消化器痛学会総会　バ

をニヒとした膵機能検査を施行してえた成績を検紺しつ　　　　　ネル】L膵胆系の臨廉検査法発蓑予憲

ぎの結果をえた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）長田敦夫・他；アル：z一ル肝障轡にかんする研

　　1，日本1こおけるアルロール膵炎の頻度は急性眺炎　　　　　究，第4回日木肝臓病学会東部会（196g）、口濾，

中約10％，慢性膵炎中約20％存盗し，胆石症など胆道　　　　9）Blumenthal，　H．　T．　and　Probsteh1，　J，　G．1

系疾患が原因の膵炎についで多い。膵石症もかなり多　　　　　Pancreatltis．　pp　49，1959，　Cllaples　C，　Thomas．
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